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申請日 平成13年10月9日

工学部長殿

申請者

所属 土木工学科

職名 主任教授

氏名 増田陳紀 ，̀ fゞゞへ・印＿ 、ヽ

工学部教員資格審査申請書

標記について、下記の通り申請致しますので、工学部教員資格基準に基づき、別紙の内容について

審査方宜しくお願い致します。

記

申請内容

対象者

教授 資格審査

現職名

氏名

工学部土木工学科助教授

皆川勝
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工学部教員資格審査（別紙）

1.審査資格
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2.審査対象者

〔 昇格 ） 

授業科目応用力学(1)、応用力学濱習(1)、構造力学、土木設計濱習製図（2）、建設情報ゼミ

職 名

現職名

学位

教 歴

学 歴

職 歴

教授 発令希望日 平成14年4月1日

武蔵工業大学工学部土木工学科助教授 氏名 皆 川勝 (46歳）

工学博士 〔昭和63年3月） 大学名 武蔵工業大学

著 書
学 術 譴 文

審査あり学会事の糧文 書査なし学会等の輻文 依頼請文 国際会議論文
研

日本語 外国搭 日本籍 外国語 日本甚 外国語 日本藷 外国語 日本語 外国語

ワ九

゜ ゜
21 (10) 6(2) 19(5) 

゜
5(5) 

゜ ゜
13(2) 

業
学 術 綸 文 研 究 覺 表

設計作品・計画・笠笠 その儘（分担薯書＆金誌事）
紀 妻 予稿あり 予稿なし

績 日本語 外国語 日本語 外国語 日本匿 外国屈 国内 国外 日本語 外国語

゜ ゜
73(23) 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
10(2) 

゜

学会歴． 
社会歴． 
受賞歴

等

21 年

S54.3.31 

S56.3.31 

°ヶ月

武薦工業大学工学部土木工学科卒業

武薫工業大学大学院工学研究科土木工学専攻修士課程偽了

S56.4.1 

H2.4.1 

H3.4.1 

H5.4.1 

H8.1.1 

武薫工業大学工学部土木工学科助手(H2.3.31)

同講顔(H5.3.31)

米国テキサス“M大学客員研究員(H4.3.31)

武蔵工業大学工学部助教授現在に至る

協定による米国オレゴン工科大学客員助教授(H.8.3.31)

S83.6.1 

H2.6.1 

H7.6.1. 

Hl 1.6.1 

H5.6.1 

H1 1.6.1 

H9.6.1 

H7.6.1. 

H10.6.1 

H11.6.1 

H13.8.1 

土木学会構造工学委員会構造力学小委員会委員(H1.5.31)

土木学会土木情糧システム委員会人工知能小委員会主査〈H.7.5.31)

同上情報共有技婿小委員会（主査・副委員長・現委員長）

同上委員会委員葦幹事

鋼橋技術研究会耐震免震研究部会（幹事・副部会長H11.5.31)

同上耐震設計研究部会嗣部会長

日本鋼構造協会年次研究論文報告集編集委員会委員

土木学会論文集第6部門査読委員

土木学会構造工学委員会国際標準規定研究小委員会委員(H11.5.31)

同上衝撃実験・解析の標準化に関する研究小委員会員

土木学会土木教育委員会情報マネジメント教育小委員会委員

ヴ



議題 8 (18 - 7) 

3.人格・識見

4.申請理由

常に情熱あふれる指導で教育研究に邁進し、同時に学科・学内・武蔵工業会・学協会等におい
て各種運営1こ精力的に活醤している。的確な発言とともに有言実行で行動が伴っており、学生か
らも後輩・同僚・先輩からも信頼されている。活躍の場も教育研究上で1ま｀従来からの伝哉的な
構造工学に留まらず、建設情報 •[T技術の利用の分野にも広がり、全国的な大学人によるアン
ケート調査でも、所混する分野において現在最もエネルギのある教育研究者の一人と評価されて
いる。

皆川助教授の精力的な活動は、教授としての資格に十分であり、土木工学科から都市基盤工学
科への名称変更・カリキュラム変更とともに新たな展開を必要とする本学科にとって、教授として
さらに一層の貢献をしてもらうことが不可欠と判断している。

5.所展会議での審議内容

修士課程修了後20年の教員歴、工学博士の学位取得後13年を経て、講師3年、助
資格基準教授8年（昇格時）の経験を有し、教育者・研究者としてかつ大学運営の立場からも顕
との関係著な業績をあげており、武蔵工業大学工学部教員資格基準第2条（第1項に該当）なら

びに同取扱要項第2条関係第1項の規定を満足することを確認した。

審議内容
平成13年9月5日に開催した土木教室内の教授による資格審査会議において、皆

川勝氏が本学工学部教授としての資格を有することを全員一致で承認した。

6.模擬授業
・面接等
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提出日 平成13年11月12日

工 学 部 長殿

主査

審査員
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工学部教員資格審査専門分野審査会結果報告

標記について、 皆川勝助教授 の教授資格に関し、審議結果を以下に報告します。

1.開催日時 平成13年11月8日15:00-15:30

2. 場 所 本館応接室

3. 審議内容

1)資格基準との関係

皆川助教授は発令希望日において21年に及ぶ教員歴，工学博士の学位取得後14年，講師3年
助教授9年の豊な教育経験を有し，研究面においても学会活動においても多くの業績を示してい
る。この教育経験と研究業績は教授昇格に関する武蔵工業大学工学部教員資格基準第2条第1
項，及び同取扱要項第2条第1項の規定を満足すると判断した。

2)審議内容

会議に先立ち皆川助教授の研究業績並びに人格識見について報告がなされ，これを基に次の点
に対し審議が行われた．
(1) 皆川助教授は本学大学院修士を卒業後退職された西脇教授指導の下，数多くの研究業績

を挙げ，西脇教授の下を離れた後も多くの研究業績を示している．
(2) 修士の教育に大きな成果を示している．
(3) 語学（英語）に優れ積極的に海外との接触を図り，多くの外国語論文を業績として示してい

る
(4) 学会活動においても顕著な実績を示している．
(5) 本学教授昇格に関する規定を満足している．

以上より判断して， 皆川助教授が教授として本学・当該学科の発展に著しく貢献できると確信しこ

れを了解した．

4.結 論

以上の審議の結果，本専門分野審査会は全員一致で皆川勝助教授の教授昇格資格充分有りと

判断した

＂ 



議題 2 (12 - 1) 

申請日 平成13年12月6日

工学研究科長殿

申請者

所 属 土木工学専攻

--・・ 一•ー・・．．．ー・•一ー

職名 専攻主任教授

--- •••一—- ii、全．
氏名 片田敏行 ．ヽ・，..9・ば合）

-‘9: •; ・ノ

大学院工学研究科教員資格審査申請書

標記について、下記の通り申請致しますので、大学院工学研究科教員資格基準に基づき、別紙の
内容について審査方宜しくお願い致します。

申請内容

対象者

屯り資格審査

現職名

氏名

記

助教授

皆川勝



議題 2 (12 -2) 
大学院工学研究科教員資格審査（別紙）

1.審査資格 資格名 DR :〔 教授昇格申請中 ］ 認定希望日 平成14年4月1日

専攻名 土木工学 学科目名 先端構造工学

授業科目構造工学特論、ハイブリッド実験特論、応用情報システム特論

2．審査対象者 現職名 武蔵工業大学工学部土木工学科助教授 氏名 皆川勝 (46皇〕

研

ワ九 ・

業

績

学位 工学博士 （昭和63年3月） 大学名 武蔵工業大学

著 書
学 術 論 文

審査あり学会等の義文 審査なし学会等の輯文 依頼論文 国際会議論文

日本語 外国語 日本語 外国語 日本語 外国語 日本語 外国語 日本語 外国語

゜ ゜
21(10) 5(2) 19(5) 

゜
5(5) 

゜ ゜
. 14(2) 

学術 論文 研究 発 表
設計作品・計画 その他（学会報告書など：

紀 要 予稿あり 予稿なし

日本語 外国語 日本語 外国語 日本語 外国語 国内 国外 日本語、 外国語

゜ ゜
73(20) 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
14(10) 

教歴 21年 ° ヶ月

学歴 昭和54年3月31日 武蔵工業大学工学部土木工学科卒業

職 歴

学会歴

社会歴

受賞歴

等

昭和56年3月31日 武蔵工業大学大学院工学研究科土木工学専攻修士課程修了

昭和54年4月1日

平成2年4月1日

平成3年4月1日

平成5年4月1日

平成8年1月1日

昭和63年6月1日

平成2年6月1日

平成7年6月1日

平成11年6月1日

平成5年6月1日

平成11年6月1日

平成9年6月1日

平成7年6月1日

平成10年6月1日

平成11年6月1日

平成13年8月1日

武蔵工業大学工学部土木工学科助手

同講師

米国テキサスA&M大学客員研究員（平成4年3月31日）

武蔵工業大学工学部助教授現在に至る

協定による米国オレゴン工科大学客員助教授（平成8年3月31日）

土木学会構造工学委員会構造力学小委員会委員（平成1年5月31日）

土木学会土木情報システム委員会人工知能小委員会主査（平成7年5月31日）

同上情報共有技術小委員会（主査・副委員長・現委員長）

同上委員会委員兼幹事

鋼橋技術研究会耐震免震研究部会（幹事・副部会長平成11年5月31日）

同上耐震設計研究部会副部会長

日本鋼構造協会年次研究論文報告集編集委員会委員

土木学会論文集第6部門査読委員

土木学会構造工学委員会国際標準規定研究小委員会委員（平成11年5月31日

同上衝撃実験・解析の標準化に関する研究小委員会委員

土木学会土木教育委員会情報マネジメント教育小委員会委員
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議題 2 (12 -3) 

3.人格・識見 修士課程における研究指導及び学会活動の両面に見られる十分な実績、さらに学内各種
委員会委員としての貢献度から博士課程研究指導教員に相応しい人物であり、十分な識見
を有していると判断されます。

4.申請理由 現在、土木工学専攻は都市基盤工学専攻への名称変更に伴い、情報分野の強化は重要
な分野と考えております。そのために、設計や施工に当たって不可欠な情報関連の教育と研
究の充実が急務となっています。皆川助教授は、この分野での研究業績と学会活動実績を
有しているので、土木工学専攻では博士課程教員として十分な研究指導を行えるものと判断
しております。

5.所属会議での審議内容

資格基準
大学院工学研究科教員資格基準第3条第1項に該当する。
なお、第3条第2項に関しては、現在教授昇格を申請中です。

との関係

審議内容平成13年9月5日開催の土木教授会にて、研究業績及び学会活動等の状況を慎
重に審議し、全員一致で以9の資格認定の申請を承認した。



議題 2(12-4) 

工学研究科長殿

提出日

主査

審査員

II 

II 

平成14年1月8日

天野 ・

片田 敏行

安藤信 好

藤川英司
,_,.,. I 

. 9. 

し、

上ゞン
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大学院工学研究科教員資格審査専門分野審査会結果報告

標記について、皆川勝助教授のD＠資格に関し、審議結果を以下に報告致し

ます。

1. 開催日時

2.場所

平成14年1月8日（火） 15時00分～16時00分

1号館3階応接室

3.審議内容

1)資格基準との関係

武蔵工業大学大学院工学研究科教員資格基準第3条第1項、同取扱要項第3

条関係第 1項に適合するかについて審査を行った。

2)・審議内容

工学研究科教員資格審査会（平成13年12月20日開催）資料及び補足資料に基づ

き、片田敏行教授から皆川勝助教授の経歴、専門分野の研究業績、学会活動、

教育実績、人物などの説明があり、それらを確認した上で審査を行った。

4.結論

上記審議の結果、以下の結論を得た。

(1)武蔵工業大学大学院工学研究科教員資格基準第3条第 1項、同取扱要項第

3条関係第 1項については、現在皆川勝助教授の教授昇格が内定していること

を含め、その基準を満足していることを確認した。

(2)皆川勝助教授の専門分野は構造工学である。

(3)この分野において、優れた研究業績と学会活動等の実績があると認められる。

(4)土木工学専攻教授会において全員一致でD＠の資格があると承認されてい

る。

以上のことから、本専門分野審査会は、皆川勝助教授の工学研究科土木工学

専攻におけるD⑥の資格があると全員一致で認めた。


